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ここ
んん
にに
ちち
はは
！！

津津
市市
でで
すす

図図
書書
館館
まま
つつ
りり
開開
催催

国国
民民
年年
金金
保保
険険
料料
「「
後後
納納
制制
度度
」」
がが
始始
まま
りり
まま
すす
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上
富
良
野
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
　
三
重
県
津
市
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
シ
ロ
モ
チ
く
ん
』
だ
よ
辞

　
シ
ロ
モ
チ
く
ん
の
住
む
津
市
と
上
富
良
野
町
は
、
友
好
都
市

提
携
を
結
ん
で
今
年
で
　
周
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

１５

お
互
い
の
市
と
町
が
も
～
っ
と
仲
良
く
す
る
た
め
に
、
「
津

市
」
に
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ど
ん
な
所
な
の
か

ご
紹
介
し
ま
す
辞

広報かみふらの ２０１２.9  嘩

でで

シ
リ
ー
ズ

津
市
か
ら
の
便
り

シ
リ
ー
ズ
　
津
市
か
ら
の
便
り
①①

津
市
の
ま
ち
な

津
市
の
ま
ち
な
みみ

　
三
重
県
内
の
市
町
で
も
一
番
の
面
積
で
、

大
き
さ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
！
　

広
い
市
内
に
は
山
や
海
が
あ
っ
て
、
と
っ
て

も
自
然
が
豊
か
で
す
。
山
間
地
帯
と
丘
陵
地

帯
、
平
野
部
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
風
景
が
見
ら
れ
る
よ
辞
　

　
平
成
　
年
の
合
併
前
に
は
人
口
約
　
万
人

１８

１６

と
日
本
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
の
中
で
も
最

少
だ
っ
た
け
ど
、
旧
津
市
を
含
む
　
の
市
町

10

村
が
合
併
し
た
後
の
現
在
の
人
口
は
約
　
万
２９

人
に
な
っ
て
、
四
日
市
市（
約
　
万
人
）の
次

３１

に
多
い
、
三
重
県
内
第
２
の
都
市
に
な
り
ま

し
た
辞
　

　
津
駅
前
に
は
、
市
や
県
の
公
共
施
設
や
オ

フ
ィ
ス
と
ホ
テ
ル
が
入
っ
た
、
高
層
複
合
ビ

ル
「
ア
ス
ト
津
」
が
平
成
　
年
に
完
成
！
　

１３

地
上
　
階
地
下
１
階
、
高
さ
は
　
．　
ｍ
で

１８

９４

６３

津
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク（
目
印
）に
な
っ
て
い

ま
す
辞

「「
津津
」」
は
世
界
で
一
番
短

い
地
名
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
に
載
っ
て
い
る
ん
だ
よ
辞

高層複合ビル
　「アスト津」

津津
市市

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は
！！

すす
脅津津市市

暫四日市四日市市市

暫伊勢伊勢市市

太平太平洋洋

   暫
伊賀伊賀市市

松坂松坂市市暫

暫熊野熊野市市

　
日
本
地
図
を
開
い
て
見
る
と
、
津
市
は
伊

勢
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
部
で
、
海
沿
い
に
市
街

地
が
あ
る
臨
海
都
市
。
三
重
県
の
県
庁
所
在

地
と
し
て
も
発
展
し
て
い
ま
す
辞
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津
市
の
あ
ゆ

津
市
の
あ
ゆ
みみ

問合せ　町民生活課自治推進班　拶盈6985

弥
生
時
代
の
大
集
跡
の
納
所

遺
跡（
の
う
そ
い
せ
き
）、
な
ど

　
カ
所
以
上
の
遺
跡
が
発
見
さ

８００れ
て
い
る
よ
。
昔
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
津
に
い
た
ん
だ
辞

次
回
は
津
市
の
有

名
人
や
名
産
品
を

紹
介
す
る
よ
♪

古
代

江
戸

明
治

大
正

「
津
」
は
「
港
」
を
意
味
し
て
い

て
、
津
市
は
、
古
く
は
「
安
濃
津

（
あ
の
つ
）」
と
呼
ば
れ
、
日
本
三
津（
日
本

の
主
要
港
）の
ひ
と
つ
と
し
て
栄
え
て
た
ん

だ
辞

　
四
季
を
彩
る
山
々
や
波
静
か
な
青
い
海
に

囲
ま
れ
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
「
津
」
か
ら

は
い
ろ
い
ろ
な
物
産
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

津
が
属
し
て
い
た
伊
勢
の
国
に
は

東
海
道
、
伊
勢
街
道
、
伊
勢

別
街
道
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
街
道
が
あ
っ
て
、
こ

の
街
道
は
、
江
戸
時
代

に
本
格
的
な
整
備
が
行

わ
れ
た
け
ど
、
お
お
も

と
の
形
は
、
は
る
か
古

代
か
ら
人
と
文
化
の
交
流

の
場
と
し
て
存
在
し
て
い
た

ん
だ
っ
て
！

時
代
に
は
、
築
城
の
名
手
で
あ
る

武
将
の
藤
堂
高
虎
さ
ん
が
、
伊
勢

国
・
伊
賀
国
の
領
主
と
し
て
入
り
、
津
城
を

中
心
と
し
た
津
藩
　
万
石
の
城
下
町
と
し
て

３２

栄
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
伊
勢
参
宮
の
宿
場

町
と
し
て
も
栄
え
、
伊
勢
音
頭
で
は
「
伊
勢

は
津
で
も
つ
、
津
は
伊
勢
で
も
つ
。
尾
張
名

古
屋
は
、
城
で
も
つ
」
と
ま
で
歌
わ
れ
て
い

た
ん
だ
よ
辞
　
そ
れ
か
ら
、
津
祭
り
で
披
露

さ
れ
て
い
る
「
唐
人
踊
り
」
も
こ
の
時
代
に

で
き
ま
し
た
！

維
新
後
は
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
県

庁
が
津
に
置
か
れ
、
文
明
開
化
の

影
響
で
、
県
庁
舎
、
学
校
、
銀
行
な
ど
の
洋

風
建
築
が
所
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
明
治
　
年
に
は
市
制
が
施
行
さ
れ
て
、

２２

津
市
が
三
重
県
で
最
初
の
市
に
！
　
明
治
　２４

年
に
は
鉄
道
が
開
通
し
て
、
近
代
工
業
に
よ

る
製
糸
・
紡
績
業
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

時
代
に
は
上
下
水
道
の
整
備
も
進

み
、
産
業
・
経
済
も
好
景
気
の
影

響
を
受
け
て
、
紡
績
業
を
中
心
に
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
中
で
も
東
洋
紡
績
工
場
は
全
国

で
も
屈
指
の
工
場
に
な
っ
た
ん
だ
辞

　
で
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
に
空
襲
を

受
け
て
市
街
地
の
大
半
が
焼
失
！
　
大
き
な

被
害
を
受
け
た
け
ど
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

戦
後
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
ん
だ
！

　
平
成
元
年
に
は
市
制
施
行
　
年
を
迎
え
、

１００

国
際
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
９
年
に
は
上
富
良
野
町
と
友
好
都
市
提
携

を
結
び
ま
し
た
辞
　
こ
れ
で
、
ち
ょ
っ
と
は

津
市
の
こ
と
憶
え
て
く
れ
た
か
な
？

　　　　　ってなあに？

ちなみに…
　1段目は粒あん、２段目はこしあ

ん、３段目は津名物のイチゴ大福で

できているというウワサも…＾＾

　初代津藩主・藤堂高虎が足軽のこ

ろに、主君のもとを飛び出し放浪の

身にあるとき、お金もなくなり空腹

に耐えきれず道中の餅屋に飛び込

み、お盆の上にある丸餅をすべて平

らげてしまいました。店の主人に無

銭飲食をわびると主人はとがめるこ

ともなく「餅屋みょうりに尽きる」

とさらにお金も持たせてくれまし

た。高虎は、この恩を忘れないよう

にと『城持ち』に通じる白餅柄を藤

堂家の旗印にしました。

　この逸話を基に生まれたキャラク

ターがシロモチくんです。いつも津

市の『持ち前の明るさでがんばる部

長』として、津市のＰＲを頑張って

います。
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教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています
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問
合
せ
・
申
込
み

　
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
　
　
　
　
拶
盈
５
５
１
１

小
さ
な
美
術
館

刺
上
富
良
野
美
ふ
じ
絵
画
会
・
美
瑛
ぱ
れ
っ

と
の
会
「
合
同
展
」

　
日
ご
ろ
の
活
動
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

日
時
　
　
月
１
日
～
６
日
の
６
日
間

１０

　
１
日（
月
）　
　
時
～
　
時

１３

１７

　
２
日（
火
）～
５
日（
金
）　
９
時
～
　
時
１７

　
６
日（
土
）　
９
時
～
　
時
１３

会
場
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

展
示
　
絵
画
　
点
４０

主
催
　
美
ふ
じ
絵
画
会

　
　
　（
代
表
　
仙
波
勲
　
拶
盈
4
8
3
1
）

刺
い
し
ず
え
大
学
設
立
　
周
年
・
書
道
部
開

４０

設
　
周
年
「
思
い
出
展
」

３０

　
い
し
ず
え
大
学
書
道
部
の
故
人
、
Ｏ
Ｂ
、

現
部
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
　
日
～
　
日
の
４
日
間

１８

２１

　
　
日（
火
）　
　
時
～
　
時

１８

１３

１７

　
　
日（
水
）・
　
日（
木
）　
9
時
～
　
時

１９

２０

17

　
　
日（
金
）　
９
時
～
　
時

２１

１２

会
場
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

展
示
　
書
お
よ
そ
　
点
１００

主
催
　
い
し
ず
え
大
学
書
道
部

　
　（
代
表
　
森
本
京
子
　
拶
盈
3
7
7
3
）

町
民
歩
こ
う
会

　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
て
町

内
近
郊
を
約
　
　
歩
き
、
同
セ
ン
タ
ー
に
戻

１５
km

り
ま
す
。

日
時
　
　
月
８
日（
月
・
祝
）　
8
時
　
分
　

１０

30

※
小
雨
決
行

集
合
場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
昼
食
・
タ
オ
ル
・
飲
物
・
雨
具

参
加
料
　
　
円（
保
険
・
豚
汁
代
）

３００

申
込
期
限
　
９
月
　
日（
金
）

２８

※
参
加
料
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

図
書
館
ま
つ
り

　
本
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
に
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日（
土
）　
9
時
　
分
～
　
時

10

13

30

16

場
所
　
公
民
館

内
容
・
時
間

刺
展
示
イ
ベ
ン
ト

暫
し
か
け
・
布
の
絵
本
展
示
　
　
時
～
　
時

10

16

　
道
立
図
書
館
の
し
か
け
絵
本
・
布
の
絵
本

の
展
示
。

暫
感
想
画
応
募
作
品
展
示
　
　
時
～
　
時

10

16

　
第
　
回
読
書
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
感
想
画
作

３７

品
の
展
示
。

刺
体
験
イ
ベ
ン
ト

暫
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
　
　
時
～
　
時

10

16

　
図
書
館
の
古
本
や
寄
贈
さ
れ
た
本
を
無
料

で
配
布
！

カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭

　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
パ
レ
ッ
ト
が
、
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
　
日（
土
）　
　
時
～
　
時
　
分

２２

11

１４

３０

会
場
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
　
子
ど
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
焼
き
鳥
、

焼
き
そ
ば
な
ど
の
出
店

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
９
月
　
日
～
　
日

18

２０

問
合
せ
　

　
カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭
実
行
委
員
会

　
事
務
局
　
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
５
５
１
１

暫
し
お
り
作
り
　

　
　
　
　
時
～
　
時
、
　
時
～
　
時

10

12

13

16

　
読
書
が
楽
し
く
な
る
、
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
「
し
お
り
」
作
り
。

暫
映
画
会
　
9
時
　
分
～
　
時
　
分

30

10

50

　
「
長
靴
を
は
い
た
猫
」
の
上
映
。

暫
読
み
聞
か
せ
会

　
　
　
　
時
～
　
時
、
　
時
　
分
～
　
時

11

12

13

30

14

　
町
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
。

暫
折
り
紙
工
作
　
　
時
～
　
時

14

15

　
「
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
」
作
り
に
挑
戦
！

暫
ア
ー
ト
作
品
作
り
　
　
時
～
　
時

15

16

　
大
き
な
紙
に
、
み
ん
な
で
ア
ー
ト
な
作
品

作
り
。

問
合
せ
　
図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
３
１
５
８

活
し
か
け
絵
本
な
ど
珍
し
い
絵
本
も
展
示

古
本
の
配
布
、

読
み
聞
か
せ
の

ほ
か
、
し
お
り

や
折
り
紙
工
作

も
行
い
ま
す
！
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放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業

　
　
　
　
　
　
　
指
導
員
募
集

　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
の
指
導
員
を

募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容
　
放
課
後
ス
ク
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
事

業
に
お
け
る
活
動
指
導
と
安
全
管
理

勤
務
時
間
　

　
月
～
金
曜
日
　
放
課
後
～
　
時
１８

　
土
曜
日
　
８
時
　
分
～
　
時（
２
交
代
制
）

３０

１８

※
勤
務
回
数
、
勤
務
時
間
、
勤
務
地
は
各
指

導
員
の
都
合
を
調
整
し
毎
月
、
シ
フ
ト
を

編
成
。
週
１
～
６
日
の
勤
務
。

報
酬
　
謝
金

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
資
格
　
児
童
健
全
育
成
に
意
欲
の
あ
る

　
歳
以
下
の
健
康
な
方

６５
申
込
方
法
　
申
込
書
に
記
入
の
う
え
提
出

申
込
期
限
　
9
月
　
日（
木
）

20

第
　
回
総
合
文
化
祭

４９
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
あ
な
た
も
、
第
　
回
総
合
文
化
祭（
　
月

49

11

2
日
～
4
日
開
催
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
自
作
の
作
品
展
示
、
音
楽
発
表
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

刺
町
民
作
品
展

　
趣
味
な
ど
で
作
成
し
て
い
る
作
品
の
出
展

を
募
集
し
ま
す
。

展
示
期
間
　
　
月
2
日（
金
）～
４
日（
日
）

11

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

内
容
　
絵
画
・
手
芸
・
書
道
・
写
真
・
陶
芸

な
ど（
１
人
１
作
品
）

刺
小
さ
な
音
楽
会

　
日
ご
ろ
の
練
習
や
活
動
の
成
果
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
　
月
2
日（
金
）　
　
時
　
分
～
　
時

11

18

30

20

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

対
象
　
音
楽
愛
好
者（
個
人
・
団
体
・
サ
ー

ク
ル
・
仲
間
な
ど
）

内
容
　
楽
器
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど（
演
奏

時
間
は
　
分
以
内
）

10

刺
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
物
を
販
売
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

日
時
　
　
月
4
日（
日
）　
　
時
～
　
時

11

10

15

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

内
容
　
日
用
雑
貨
、
衣
類
な
ど
の
販
売

※
加
工
食
品
な
ど
は
禁
止

募
集
区
画
　
　
区
画（
1
区
画
2
ｍ
×
2
ｍ
）

20

　
　
　
　
　
　
　
噛
�

申
込
方
法
　
町
民
作
品
展
と
小
さ
な
音
楽
会

は
申
込
書
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
電
話

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
込
期
限
　
　
月
　
日（
金
）

10

12

※
搬
入
・
搬
出
な
ど
の
日
程
は
、
申
込
み
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
道
民
家
庭
の
日
」
は

　
　
　
　
ご
家
族
一
緒
に
！

　
い
つ
も
「
勉
強
し
な
さ
い
」
ば
か
り
で
子

ど
も
に
煙
た
が
ら
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
も
、

家
で
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
存
在
感
の
薄
い
お
父
さ

ん
も
「
家
族
が
い
る
か
ら
頑
張
れ
る
」、
そ
う

思
っ
て
毎
日
を
頑
張
っ
て
い
る
は
ず
。
で

も
、
日
常
の
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
、
家
族
と

過
ご
す
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
な
い
、
な
ん

て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
家
族
で
ど
こ
か
へ
出
か
け
た
り
、
食
事
を

し
た
り
な
ど
、
家
族
と
の
会
話
、
家
族
と
重

ね
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
に
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　（
財
）北
海
道
青
少
年
育
成
協
会
で
は
、
家

族
と
過
ご
す
時
間
の
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を

「
道
民
家
庭
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
民
家
庭
の
日
「
家
族
ふ
れ
あ
い

優
待
制
度
」
協
賛
店
・
施
設
で
は
、
毎
月
第

３
日
曜
日
に
優
待
券
を
持
参
す
る
と
、
割
引

な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族

で
足
を
運
ん
で
み
て
は
…
。

　【
町
内
の
協
賛
店
・
施
設
】

・
後
藤
純
男
美
術
館
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
ら
の
グ

リ
ル

・
後
藤
純
男
美
術
館

・
北
海
道
遺
産
　
土
の
博
物
館
　
土
の
館

・
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
美
術
館

・
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
か
み
ふ
ら
の

問
合
せ
　
財
団
法
人
北
海
道
青
少
年
育
成
協

　
会
　
拶
０
１
１
‐
２
３
１
‐
６
４
５
１

開
拓
記
念
館
へ
行
こ
う
！

　
広
報
か
み
ふ
ら
の
８
月
　
日
号
、
今
号
と

１０

「
三
重
県
津
市
」
を
特
集
し
て
い
ま
す
が
、

か
み
ふ
の
歴
史
で
欠
か
せ
な
い
の
が
津
市
出

身
で
「
上
富
良
野
復
興
の
父
」
と
で
も
言
う

べ
き
吉
田
貞
次
郎
氏
。
そ
の
邸
宅
を
解
体
・

復
元
し
た
の
が
上
富
良
野
町
開
拓
記
念
館
で

す
。
十
勝
岳
噴
火
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
一
見
の
価
値
あ
り
で

す
よ
！

開
館
日（
9
月
～
　
月
）

10

　
土
・
日
曜
日

所
在
地

　
西
３
線
北
　
号
２８
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8
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
西
児
童
館

の
お
ば
け
屋
敷
、
今
年
も
大
好
評
の
う

ち
に
　
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

25

　
初
体
験
の
広
報
担
当
は
正
直
「
ど
う

せ
、
子
ど
も
向
け
で
し
ょ
」
と
高
を
く

く
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
い
人
形
か
ら
壁
や
床
の
装
飾
、
照

明
、
音
響
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
非
常
に

高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
に
ビ
ッ
ク
リ
！

　
平
成
6
年
に
始
め
た
頃
は
ま
だ
ま
だ

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
　
年
間
少
し
ず

１８

つ
手
を
加
え
、
仕
掛
け
を
増
や
し
、

「
怖
さ
」
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
「
怖

が
っ
て
な
か
な
か
入
れ
な
い
男
の
子
も

い
る
ん
で
す
よ
」
と
先
生
。
お
ば
け
屋

敷
は
来
年
も
進
化
し
続
け
ま
す
よ
ー
。

８／２５

今
年
も
大
好
評
！

手
作
り
お
ば
け
屋
敷

８／１０

力
を
合
わ
せ
、
交
流

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
世
代
間
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

日
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
世
代
間
交
流
」
と
い
う
目
的

か
ら
、
チ
ー
ム
に
は
小
・
中
・
高
校
生

の
い
ず
れ
か
１
名
以
上
の
参
加
が
条
件

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
８
チ
ー
ム

に
９
人
の
小
学
生
が
参
加
し
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
慣
れ
な
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
最
初
は

ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
の
子
ど
も
た
ち
で

し
た
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
熱
血（
？
）な
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
う
ち
、
大

人
顔
負
け
の
ミ
ラ
ク
ル
シ
ョ
ッ
ト
も
飛

び
出
す
よ
う
に
な
り
、
会
場
に
は
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

このほかのできごとは、上富良野町行政ホームページでも掲載中！　アドレス http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

8／29

学
校
や
学
年
を
超
え

て
真
剣
な
議
論

　
上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す

す
め
る
会
主
催
の
第
　
回
な
か
よ
し
サ

１８

ミ
ッ
ト
が
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
の

児
童
・
生
徒
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

３４

　「
い
の
ち
」
に
関
す
る
各
校
の
実
践

発
表
の
後
、「
リ
サ
イ
ク
ル
」「
交
通
安

全
」「
健
康
」
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て

グ
ル
ー
プ
討
議
。
初
め
は
緊
張
し
た
様

子
で
し
た
が
、「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集

箱
を
ス
ー
パ
ー
に
置
い
て
も
ら
お
う
」

「
防
災
無
線
で
自
転
車
の
乗
り
方
を
呼

び
掛
け
る
」「
町
内
で
ラ
ジ
オ
体
操

を
」
な
ど
、
活
発
に
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
こ
の
意
見
が
新
し
い
活
動
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

9／2

誰
も
が
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
町
に
・・・

　
上
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
第
　
回
か
み
ふ
ら
の
ふ
れ
あ
い
広
場

20

が
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
「
福
祉

の
町
」
を
め
ざ
し
、
福
祉
を
身
近
な
も

の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
目
的
で
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
年
齢
や
心
身
の
障
が
い
に

関
係
な
く
参
加
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
交

流
会（
福
祉
運
動
会
）」
の
ほ
か
、
車
い

す
や
松
葉
づ
え
、
手
話
な
ど
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
使
っ
た
こ
と
の
な
い

松
葉
づ
え
に
、
参
加
者
か
ら
は
「
ど
う

使
う
の
？
」
と
興
味
深
げ
に
尋
ね
る
場

面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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in
fo
rm
a
tio
n

お知らせ
information

か
み
ふ
ら
の
環
境
展

か
み
ふ
ら
の
環
境
展
示

　
調
停
制
度
発
足
　
周
年
の
広
報
行

９０

事
と
し
て
、
裁
判
所
の
見
学
と
調
停

制
度
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
へ
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日（
水
）ま
で
の
平
日

１０

３１

　
　
　
　
　
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

１７

場
所
　
富
良
野
市
弥
生
町
２
番
　
号
５５

　
富
良
野
簡
易
裁
判
所
・
旭
川
家
庭

裁
判
所
富
良
野
出
張
所

問
合
せ
・
申
込
み

　
富
良
野
簡
易
裁
判
所
・
旭
川
家
庭

裁
判
所
富
良
野
出
張
所
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
　
拶
鰻
２
２
０
９

催催
しし

裁
判
所

裁
判
所
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
「
か
み
ふ

ら
の
環
境
展
示
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
の
ほ
か
、
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
エ
コ
工
作
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
９
月
　
日（
土
）～
　
日（
日
）

２９

３０

場
所

　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

内
容

司
常
設
展
示

　
省
エ
ネ
照
明
・
機
器
、
太
陽
光
発

電
・
風
力
発
電
　
エ
コ
の
取
組
事
例

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
　
日
　
　
時
～
　
時

２９

１０

１７

　
　
日
　
　
時
～
　
時

３０

１０

１６

司
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
展
示
・
試
乗

　
　
日
　
　
時
～
　
時

３０

１０

１６

司
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受
け
付

け
ま
す
。

①
み
つ
ろ
う
ロ
ウ
ソ
ク
づ
く
り

　
　
日
　
　
時
～
　
時

３０

１０

１６

　
定
員
　
名
１００

②
ワ
ッ
ト
メ
ー
タ
ー
た
ん
け
ん
た
い

　
　
日
　
　
時
～
　
時

３０

１０

１１

　
　
　
　
　
時
～
　
時

１３

１４

　
定
員
そ
れ
ぞ
れ
　
名
ず
つ

３０

③
廃
油
せ
っ
け
ん
づ
く
り

　
　
日
　
　
時
～
　
時

３０

１１

１２

　
　
　
　
　
時
～
　
時

１４

１５

　
定
員
そ
れ
ぞ
れ
　
名
ず
つ

２０

申
込
み
・
問
合
せ

　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
５

福福
祉祉

　
清
掃
と
点
検
の
た
め
左
記
の
４
日

間
、
か
み
ん
の
プ
ー
ル
と
浴
室
の
利

用
を
休
止
し
ま
す
。

期
間
　
　
月
８
日（
月
）～
　
日（
木
）

１０

１１

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

か
み
ん
プ
ー
ル
利
用
休

か
み
ん
プ
ー
ル
利
用
休
止

か
み
ん
プ
ー
ル
教

か
み
ん
プ
ー
ル
教
室

　
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の

１０

１２

３０

プ
ー
ル
教
室
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

日土金木水火月

一般利用

一般利用９時

頑張る
ダイエット
（４０分）
★４

チェンジ
ボディ
（４０分）
★３～４

頑張る
ダイエット
（４０分）
★４

アクア
ビクス
（４５分）
★４～５

頑張る
ダイエット
（４０分）
★４

ルンルン
アクア
（４０分）
★２～３

１０時

一般利用　　　（教室終了後～２０分間　流水タイム）１１時～14時

一般利用

脚力の
すすめ
（４０分）
★４

スリム
ウォーク
（４０分）
★４

ルンルン
アクア
（４０分）
★２～３

チェンジ
ボディ
（４０分）
★３～４

燃焼
ウォーク
（４０分）
★３～４

１４時

一般利用　　（教室終了後～２０分間　流水タイム）
　　　　　　※土・日曜日は１５時～１５時２０分

１５時

一般利用

チェンジ
ボディ
（４０分）
★３～４

よくばり
アクア
（５０分）
★４～５

燃焼
ウォーク
（４０分）
★３～４

パワー
筋トレ
（４０分）
★４～５

スリム
ウォーク
（４０分）
★４

脚力の
すすめ
（４０分）
★４

１９時

一般利用　　　（教室終了後～２０分間　流水タイム）～20時30分

* 表の★の数字は運動の『きつさ』をあらわします。
* 「流水タイム」は時間内でフローマシンをご利用いただけます。開催時には１コース使用しますの
でご了承ください（日曜日は１５時のみ）。
* 初めてプールに入られる方は個別に対応しますので、プールスタッフに声をお掛けください。

かみんプール教室スケジュール　　　【１０月1日～１２月30日】

東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
の

自
然
観
察
路
を
一
般
公

自
然
観
察
路
を
一
般
公
開

　
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
神
社
山

の
自
然
観
察
路
が
一
般
公
開
さ
れ
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
染
ま
っ
た
秋

の
里
山
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
周
３
　
と
　
　
の
な
だ
ら
か
な

km

５.５
km

コ
ー
ス
で
、
演
習
林
職
員
に
よ
る
自

然
ガ
イ
ド
も
あ
り
ま
す
。

　
申
込
み
は
不
要
で
、
定
員
も
あ
り

ま
せ
ん
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
　
　
月
　
日（
土
）・
　
日（
日
）

１０

１３

１４

　
い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
　
分

１５

３０

場
所
　
富
良
野
市
東
山

　
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

自
然
ガ
イ
ド
　
　
時
か
ら
と
　
時
か

１０

１４

ら
の
１
日
２
回
、
そ
れ
ぞ
れ
１
時

間
程
度
。

服
装
　
長
靴
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
が
お
勧
め
で
す
。

そ
の
他
　
出
入
り
口
は
樹
海
中
学
校

裏
の
１
か
所
の
み
で
、
当
日
に
限

り
樹
海
中
学
校
に
駐
車
で
き
ま
す

（
　
台
限
定
）。
　

２０

問
合
せ

　
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

　
　
　
拶
泳
２
１
１
１（
内
線
　
）
１２
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広報かみふらの ２０１２.９　俄

お知らせ
information

○
退
職（
失
業
）時
の
手
続
き
　

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
の
加
入
者
）が
退
職（
失
業
）

し
た
と
き
は
国
民
年
金
加
入
の
手
続

き
が
必
要
で
す
が
、
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
も
加
入
状
況
の
変
更
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保

険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
免
除
に
は
所
得
制
限
が

あ
り
、
申
請
者
本
人
の
ほ
か
配
偶

者
、
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
審
査

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
配
偶
者
が
免

除
申
請
す
る
年
度
か
、
そ
の
前
年
度

に
退
職
し
た
場
合
は
「
特
例
免
除
」

の
制
度
が
あ
り
、
退
職
し
た
配
偶
者

本
人
の
所
得
の
状
況
は
除
外
し
て
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
申
請
に
は
「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」
か
「
離
職
票
」
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
免
除
制
度
を
利
用
す
る
と

次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
受
給
資
格

期
間（
　
年
）に
算
入

25

②
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎

退
職
（
失
業
）時
の
手
続
き

退
職
（
失
業
）時
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

お
済
み
で
す
か
？

年年
金金

年
金
の
２
分
の
１
の
額
が
保
障

③
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
、
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入

問
合
せ

　
旭
川
年
金
事
務
所

　
　
　
拶
０
１
６
６
閏
１
６
１
１

　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
6
9
8
5

国
民
年
金
保
険
料
「
後
納

国
民
年
金
保
険
料
「
後
納
制

度
」
が
始
ま
り
ま

度
」
が
始
ま
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る

と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
　
月
１
日
か

１０

ら
平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で
の
３
年

２７

３０

間
に
限
り
、
過
去
　
年
以
内
の
納
め

１０

忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
後
納
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
過
去
に
国
民
年
金
を
納
め
ら
れ
な

か
っ
た
期
間
が
あ
る
方
は
、
申
し
出

に
よ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
納
付
し
た
期
間
が

不
足
し
た
こ
と
に
よ
り
年
金
を
受
給

で
き
な
か
っ
た
方
が
、
年
金
受
給
資

格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
　
年
　

14

10

月
分
以
降
の
保
険
料
で
す
。

　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
が
、
審
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
願
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
拶
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

　
旭
川
年
金
事
務
所
　
　
　
　
　
　

　
　
　
拶
０
１
６
６
閏
１
６
１
１

保保
健健

が
ん
検

が
ん
検
診

子宮・乳がん同時検診乳がん検診子宮がん検診種類

１０月３０日（火）
保健福祉総合センター
かみん前からバス送迎
　　７時１０分出発

１０月１１日（木）
　１３時４５分～１４時

１０月１１日（木）
　８時４５分～９時１５分
　１０時３０分～１０時４５分
　１２時４５分～１３時
　１３時４５分～１４時

日時

子宮がん２０歳以上
乳がん４０歳以上

４０歳以上２０歳以上
対象
（女性）

６９歳以下　３,７００円
７０歳以上　１,８５０円

６９歳以下　２,０００円
７０歳以上　１,０００円

頸（けい）部
　６９歳以下　１,７００円
　７０歳以上      ８５０円
体部
　６９歳以下　１,０００円
　７０歳以上　  ５００円

料金

旭川がん検診センター保健福祉総合センターかみん会場

※７０歳以上は、昭和１８年４月１日以前生まれの方です。

※子宮がん・乳がん検診は２年に１度の受診になります。昨年度受診された

方（今年度のクーポン対象者を除く）が受診する場合は全額自己負担にな

ります。金額については、お問合せください。

※ 「がん検診推進事業」の対象となる一定の年齢に達した方には、すでに

「無料クーポン券」を配布しています。

　
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
・
乳

が
ん
同
時
検
診
の
受
診
希
望
者
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

　
食
品
の
製
造
・
流
通
業
者
の
方
を

対
象
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

種
類

陰
製
造
業
者
向
け
講
座

②
小
売
・
卸
・
輸
入
業
者
向
け
講
座

内
容
　
食
品
表
示
制
度
の
概
要
や
食

品
表
示
の
適
正
化
に
向
け
た
改
善

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
。

日
時
　
９
月
　
日（
木
）

２７

①
の
講
座
　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１２

３０

②
の
講
座
　
　
時
～
　
時
　
分

１４

１６

３０

場
所
　
旭
川
市
宮
前
通
東
４
１
５
５

番
　
　
旭
川
地
方
合
同
庁
舎

３１

参
加
料
　
無
料

定
員
　
各
講
座
と
も
に
　
人
５０

申
込
期
限
　
９
月
　
日（
木
）

２０

食
品
事
業
者
表
示
適
正

食
品
事
業
者
表
示
適
正
化

技
術
講

技
術
講
座

研
修
研
修
会会

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
か
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
北
海
道
農
政
事

務
所
旭
川
地
域
セ
ン
タ
ー
　
表

示
・
規
格
担
当

　
　
　
拶
０
１
６
６
燕
１
２
７
７

　
　
　
鯖
０
１
６
６
営
９
４
８
０
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広報かみふらの ２０１２.９　我

 佐藤  みち子
さ と う

   さん

こ

　先月号の佐藤八重子さんからめぐって、佐藤み

ち子さんにお逢いしました。ご主人同士が兄弟で、

八重子さんとは義姉妹。　「一緒に山菜採りにも行

くんですよ」ととても仲がいいご様子。

　山菜採りのほかにも囲碁、パッチワーク、絵手

紙、短歌、山菜採りなど趣味が幅広く、中でもガー

デニングはご主人と共通の趣味で、お庭には手入

れの行き届いた植木や花、庭石などが趣深く配置

されていました。「手入れが大変ですね？」の問い

に「それが楽しいのよー！」と一言。また、夫婦と

もに日本ハムファイターズの大ファンで、北海道

に移転した年にファンクラブに入会して以来、日

ハム一筋。「明日は２人でスタルヒンに応援に行く

んですよ！」と張り切っていらっしゃいました。

　結婚をして仕事を辞め、酒屋を開店。贈答品の

のし紙に筆字で書くために書道を習い始め、現在

では書道教室の先生であるとともに、北海道書道

展にも作品を出展し、特選にも選ばれるほど。「２

人の孫も教室に来てるんですよ」と笑顔で話す佐藤

さん。「何をしてもすべて楽しい」、そんな印象を

受けるほど、笑顔が絶えない素敵な方でした。

昭和２２年生まれ

東町４丁目

み ん なの 伝 言 板

七 富良野広域情報 七

富良野市「ふらのワインぶ

どう祭り2012 inまちなか」

　格安で各種ふらのワイン

を楽しめるほか、ワインに

ちなんだアトラクションや

地元の食材とふらのワイン

を使った創作メニューが各

店で食べられます。直径２

ｍほどの大鍋で作られる

ジャンボチーズフォンデュ

も登場錘　ぜひ、ご来場く

ださい。

日時　９月16日（日）

　　　１０時～１４時

場所　駅前公園ほか

問合せ　実行委員会事務局

　   　　　　　　 拶曳２３１２

南富良野町「南富良野特産

くまささ茶」

　ふらの山麓の熊笹からエ

キスを抽出した、緑の清涼

飲料水「くまささ茶」。現代

人に不足がちな葉緑素や多

糖体を多く含み、スポーツ

やレジャーのお供、カクテ

ルに最適です。

　缶入りのほか５００mlペット

ボトルもあります。道の駅

や町内各商店で販売してい

ます。ぜひご賞味ください。

問合せ　農産物処理加工セ

　ンター　　　　　液３０１２

中富良野町「花満開！　秋の

町営ラベンダー園」

　まちのシンボル、北星山

町営ラベンダー園の花畑に

は、サルビアやひまわりな

どが競い合って咲き誇って

います。

　秋の陽を浴びた赤や黄な

ど色とりどりの花が鮮やか

なコントラストを描く、ス

ケールの大きな花園へぜひ

お立ち寄りください。

問合せ　役場産業建設課　

　　　　　　　   拶瑛２１２３

占冠村「紅葉まつり」

　短い占冠の夏も終わり、

緑深い山々が衣替えを始め

ました。豊かな実りとまば

ゆいばかりの紅葉を思う存

分味わうことのできる占冠

紅葉まつり。きれいに色づ

いた山々を眺めながら採れ

たての農産物を味わい、楽

しいひと時を過ごしません

か？　ぜひお越しください。

日時　１０月7日（日）

　　　１０時から

場所　占冠村農村公園

問合せ　ＮＰＯ法人占冠・村

　づくり観光協会 拶曳８０１０

就学前までのお子さんを募集しています。
　町民生活課自治推進班拶盈６９８５

璽賢治さん・絵里さんの子璽

 千葉  花乃    ち
ゃ
ん・咲月

ち ば  は な の
    ち

ゃ
ん

さ つ き

　　　　（2歳1か月）（5か月）

　咲月が泣いたら面倒見てくれ

る、お姉ちゃんな花乃。いつもた

くさんの笑顔をありがとう。野

菜をいっぱい食べて、元気に

育ってね。　　　　　（絵里さん）

璽貴光さん・真美さんの子璽

 末永  泰凰     く
ん

すえなが たいおう

（2歳8か月）

　車が大好きな泰凰は、車に

乗るとご機嫌。いつか、泰凰

の車でどこかに連れていって

ね。元気に育ってくれてあり

がとう。　　　　（真美さん）

わが家の
ア刺イ刺ド 刺ル
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古くなった消火器は危険なのです！
～かみふらのファイヤーマンからのメッセージ～

今月は『きららの会学習会』　今月は『きららの会学習会』でで

推進しちゃいました　推進しちゃいました～～汐汐

食育食育のの 推推進進
　古くなった消火器が破裂して、ケガをし

た事故が全国で多数発生しています。いざ

というときに使用する消火器ですが、保管

がきちんとされていないと緊急時に役に立

たないだけでなく、大きな事故を引き起こすことにもな

りかねません。私、ファイヤーマンがお伝えする次のポ

イントを確認して、いざというときに備えてください。

【古くなった消火器による事故防止のポイント】

・消火器の点検（次に該当する消火器は破裂するおそれが

あるため、絶対に使用しないでください）

　①本体に傷、さび、腐食、

　　変形した個所がある　　　

　②ホースがひび割れている

・消火器の整備及び設置場所

　①消火器が濡れたり、汚れ

　　た場合は速やかに拭き取る

　②雨や風にさらされる場所に設置しない

　③高温多湿、直射日光が当たる場所に設置しない

　④転倒防止の措置をする

　なお、使用期限を過ぎたり、不要となった消火器は「消

火器リサイクルシステム」の運用に伴い、登録された業

者でなければ処分することができなくなりました。登録

された業者は上富良野町内にはなく、近郊では次の業者

が登録されています。廃棄にかかる料金は処分業者によ

り異なりますので、直接お問合せください。

・（有）コーキ電気火報設備（富良野市）　　　　　拶姥２６６５

・（有）富良野防災センター（富良野市）　　　　　拶鰻５９６５

・太平ビルサービス（株）中富良野営業所　　　　拶曳３０２０

・ゆうパック専用コールセンター　　　　拶０１２０‐８２２‐３０６

　　（住宅に設置されている消火器のみ）

問合せ　上富良野消防署指導係　拶盈２１１９

　「きららの会」は、町が主催する食生活改善推進員養成

講座修了者で構成されたボランティアグループ。現在26

人の会員が、町や社会福祉協議会が行う食に関する事業

に協力してくれているほか、年４回ほど集まって調理実

習と生活習慣病予防のための学習会をしています。

　この日は今年２回目の学習会。調理実習のメニューは

「ジャージャーうどん」（ジャージャー麺のうどんバー

ジョン）、大豆と枝豆のダブル豆が絶妙な「まめ豆サラ

ダ」、デザートには今が旬の

「ふらのメロン」。うどんは

メンバーの活動量に合わせ１６０

ｇ（約２/３玉）で、野菜を多く

取ることを意識してトマト、

ネギ、キュウリをトッピン

グ。メロンは１/８個で、１食の総エネルギーは５２２kcal。

　「うどんは少なく感じたが、副食もあり満足」「サラダ

は白和えのようだけど、マヨネーズを使っているので子

どもも食べそう」などの感想が聞かれました。

　全国の２０歳以上の平均野菜摂取量は１日２９０ｇ程度。

厚生労働省が定めた目標値は３５０g以上。病気を予防し、

健康を維持していくうえでカギを握るのが野菜です。意

識的に多く取るよう心がけ、健康な毎日を！

問合せ　保健福祉課健康推進班　拶盈6987

－ 高田幼稚園 －

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっこここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャラララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
  作
品
名

　
折
り
紙
制
作
『
バ
ッ
タ
』

 星  ுإ
ほし

    くん

そ ら

（平成18年生まれ）

平井     दإ
ひ ら い

    ちゃん

あ や ね

（平成19年生まれ）

　大きなバッタと小さなバッ
タを作りました。「カブトムシ
が好き！」と、好きな昆虫も
いっぱい描いてくれました。

　「バッタを作るのが大変」
だったそうですが「木の丸はリ
スの家族の家」と、森をよく観
察している作品ができました。



　図はコンピュータで描いた9月20日午後9時頃の南方向の星空の様子

です。夜空には、ペガスス座、みずがめ座、アンドロメダ座といった秋

の星座が輝く季節になってきました。

　今年の「お月

見」（旧暦の8月

15日）は9月30日

です。この日の

月を「中秋の名

月」「十五夜」と

呼びます。お月

見の風習は平安

時代に中国から

伝わったといわ

れています。

　「お月見」には

秋の収穫に感謝

するという意味もあり、稲穂に見立てたススキを飾り、月見団子、栗、枝

豆、里芋などをお供えする風習がまだ残っています。

　また、月の模様がウサギが餅をついているように見えることから、昔か

ら月にまつわる伝説となっています。

　月の模様で白っぽい部分はクレーターの多い高地、黒っぽい部分は「海」

とよばれる低地です。「海」は水があるわけではなく巨大な隕石がぶつかっ

た跡のクレーターで、地下から玄武岩質のマグマが吹き出してクレーター

内部を埋めてしまったと考え

られています。

　日本では「餅をつくウサ

ギ」とされる月の模様です

が、ヨーロッパの中では「カ

ニ」「女性の姿」「本を読むお

ばあさん」とされるなど、そ

の見立ては国や地域によって

さまざまです。

酸天体観望会

　中西靖男氏を講師に、上富良野西小学校チャレンジ天文台で行います。

参加料は無料です。教育振興課社会教育班へお申込みください。

日時　9月28日（金）　19時30分～20時30分

内容　月、夏の星座、海王星などの観察（悪天候の場合は、天体映像鑑賞会）

定員　20名（中学生以下は保護者同伴）

■発行／上富良野町

■編集／町民生活課自治推進班

■印刷／協和印刷商事叙

■ご意見・ご感想をお寄せください

　参０７１‐０５９６

　北海道空知郡上富良野町

　　　　　　大町２丁目２番１１号

　拶０１６７盈６９８５　鯖０１６７盈５３６２

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成24年8月３1日現在
(　)は前月比

( －15)11,７０３人人口

( －15)5,８７４人男

( ± ０） ５,829人女

( － １)5,28３世帯世帯
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問合せ
　教育振興課
　社会教育班
　拶盈5511

酸９月の上富良野の星空

　緊急地震速報は地震による強い揺れが予

測される地域を、揺れが来る前にテレビやラ

ジオなどでお知らせするものです。地震の

揺れを感じなくても、速報を見聞きしたら、

周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の

安全を確保してください。

問合せ　旭川地方気象台 総務課

　　　　　　　　　拶0166-32-7101
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町へ
◎平塚武さん　　　　　　　　　５０万円

社会福祉協議会へ
◎サッポロビールホップ会　　　２万円

◎宮本富士枝さん　　　　　　　３万円

◎旭川地方隊友会上富良野支部　２万円

たくさんの善意
ありがとうございました

　テレビ北海道（TVｈ）については、８月

２３日より上富良野町中継所から試験電

波が送信されており、１０月には正式運用

開始の予定となっています。

　多くの地デジ対応テレビは自動的に

チャンネル設定されますが、中には再設

定が必要になるものもありますので、説

明書をご確認ください。

　また、テレビ北海道を見るためにアン

テナを旭川に向けていたご家庭では、そ

のままでも支障はありませんが、上富良

野中継所からの電波の方が受信レベル

が高いと思われるので、再設定のうえ上

富良野中継所から受信した方が安定し

て受信できる可能性があります。

問合せ　総務課企画財政班　拶盈６９８０
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８月３日　道民カレッジ連携講座「マジック鑑賞」


